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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

 
平成24年度第３四半期

連結累計期間
平成25年度第３四半期

連結累計期間
平成24年度

 
(自平成24年４月１日
 至平成24年12月31日)

(自平成25年４月１日
 至平成25年12月31日)

(自平成24年４月１日
 至平成25年３月31日)

経常収益 百万円 36,419 37,789 47,418

経常利益 百万円 5,951 10,924 8,278

四半期純利益 百万円 4,654 6,076 ―

当期純利益 百万円 ― ― 5,488

四半期包括利益 百万円 7,892 3,819 ―

包括利益 百万円 ― ― 16,617

純資産額 百万円 124,762 136,540 133,494

総資産額 百万円 2,607,109 2,690,184 2,584,588

１株当たり四半期純利益金額 円 41.04 53.58 ―

１株当たり当期純利益金額 円 ― ― 48.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

円 41.01 53.52 ―

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額

円 ― ― 48.34

自己資本比率 ％ 4.69 4.96 5.07
 

　

 
平成24年度第３四半期

連結会計期間
平成25年度第３四半期

連結会計期間

 
(自平成24年10月１日
 至平成24年12月31日)

(自平成25年10月１日
 至平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 円 15.00 13.18

 

(注) １  当行及び連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２ 第３四半期連結累計期間に係る１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４ 経理の状況」中、「１ 四半期

連結財務諸表」の「１株当たり情報」に記載しております。

３ 自己資本比率は、((四半期)期末純資産の部合計－(四半期)期末新株予約権－(四半期)期末少数株主持分)を

(四半期)期末資産の部の合計で除して算出しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当行グループ(当行及び当行の関係会社)が営む事業の内容につい

ては、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

業績の状況

当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年12月31日）におけるわが国経済は、金

融緩和や政府による各種経済政策等の効果により個人消費が復調するとともに、輸出産業を中心に企業

業績が改善し、設備投資が上向いてくるなど、景気は緩やかに回復しております。　

このような環境の下、当行グループは業績の伸長と効率化に努めてまいりました結果、当第３四半期連

結累計期間における経営成績は、以下のとおりとなりました。

経常収益は、株式等売却益の増加等により前年同期比13億69百万円増加し377億89百万円となりまし

た。また経常費用は、株式等売却損の減少等により前年同期比36億２百万円減少し268億65百万円となり

ました。　　

この結果、経常利益は109億24百万円、四半期純利益は60億76百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の資産は、有価証券の増加等により前連結会計年度末比1,055億円増加

し、２兆6,901億円となりました。負債は、預金の増加等により前連結会計年度末比1,025億円増加し、２

兆5,536億円となりました。また純資産は、利益計上による利益剰余金の増加等により前連結会計年度末

比30億円増加の1,365億円となりました。　

なお、主要勘定の状況は次のとおりとなりました。

○ 預金

個人預金の増加等により、預金残高は前連結会計年度末比942億円増加し２兆4,910億円となりまし

た。　

　○ 貸出金

住宅ローンの増加等により、貸出金残高は前連結会計年度末比238億円増加し１兆7,021億円となり

ました。　

　○ 有価証券

市場動向を注視しつつ社債を中心に運用に努めた結果、有価証券残高は前連結会計年度末比913億円

増加し8,441億円となりました。
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①  国内・国際業務部門別収支

当第３四半期連結累計期間の資金運用収支は238億円、役務取引等収支は20億円、その他業務収支

は26億円となりました。

このうち、国内業務部門の資金運用収支は236億円、役務取引等収支は19億円、その他業務収支は

25億円となりました。また、国際業務部門の資金運用収支は２億円となりました。

　

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第３四半期連結累計期間 24,866 240 25,106

当第３四半期連結累計期間 23,605 212 23,817

  うち資金運用収益
前第３四半期連結累計期間 26,018 276

27
26,267

当第３四半期連結累計期間 24,617 238
21

24,834

  うち資金調達費用
前第３四半期連結累計期間 1,151 36

27
1,160

当第３四半期連結累計期間 1,011 26
21

1,016

役務取引等収支
前第３四半期連結累計期間 1,831 10 1,841

当第３四半期連結累計期間 1,992 8 2,001

  うち役務取引等
  収益

前第３四半期連結累計期間 4,151 17 4,169

当第３四半期連結累計期間 4,384 15 4,399

  うち役務取引等
  費用

前第３四半期連結累計期間 2,320 7 2,327

当第３四半期連結累計期間 2,392 6 2,398

その他業務収支
前第３四半期連結累計期間 1,893 46 1,939

当第３四半期連結累計期間 2,570 43 2,613

  うちその他業務
  収益

前第３四半期連結累計期間 2,891 46 2,938

当第３四半期連結累計期間 3,235 43 3,279

  うちその他業務
  費用

前第３四半期連結累計期間 998 ― 998

当第３四半期連結累計期間 665 ― 665
 

(注) １  「国内業務部門」とは当行の円建取引及び連結子会社、「国際業務部門」とは当行の外貨建取引でありま

す。ただし、円建対非居住者取引は国際業務部門に含めております。

２  資金運用収益及び資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利

息(外書き)であります。
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②  国内・国際業務部門別役務取引の状況

当第３四半期連結累計期間の役務取引等収益は43億円、役務取引等費用は23億円となりました。

このうち、国内業務部門の役務取引等収益は43億円、役務取引等費用は23億円となりました。

　

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

役務取引等収益
前第３四半期連結累計期間 4,151 17 4,169

当第３四半期連結累計期間 4,384 15 4,399

  うち預金・貸出
  業務

前第３四半期連結累計期間 1,115 ― 1,115

当第３四半期連結累計期間 1,139 ― 1,139

  うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 1,343 16 1,360

当第３四半期連結累計期間 1,347 14 1,362

  うち証券関連業務
前第３四半期連結累計期間 56 ― 56

当第３四半期連結累計期間 69 ― 69

  うち代理業務
前第３四半期連結累計期間 1,062 ― 1,062

当第３四半期連結累計期間 1,151 ― 1,151

  うち保護預り・
  貸金庫業務

前第３四半期連結累計期間 16 ― 16

当第３四半期連結累計期間 17 ― 17

  うち保証業務
前第３四半期連結累計期間 23 0 23

当第３四半期連結累計期間 14 0 15

役務取引等費用
前第３四半期連結累計期間 2,320 7 2,327

当第３四半期連結累計期間 2,392 6 2,398

  うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 257 7 264

当第３四半期連結累計期間 260 6 267
 

(注)  「国内業務部門」とは当行の円建取引及び連結子会社、「国際業務部門」とは当行の外貨建取引であります。

ただし、円建対非居住者取引は国際業務部門に含めております。

　

EDINET提出書類

株式会社　栃木銀行(E03639)

四半期報告書

 5/18



　

③  国内・国際業務部門別預金残高の状況

○  預金の種類別残高(末残)

　

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計
前第３四半期連結会計期間 2,420,791 6,194 2,426,986

当第３四半期連結会計期間 2,486,178 4,879 2,491,057

  うち流動性預金
前第３四半期連結会計期間 1,201,753 ― 1,201,753

当第３四半期連結会計期間 1,287,367 ― 1,287,367

  うち定期性預金
前第３四半期連結会計期間 1,210,606 ― 1,210,606

当第３四半期連結会計期間 1,189,233 ― 1,189,233

  うちその他
前第３四半期連結会計期間 8,431 6,194 14,626

当第３四半期連結会計期間 9,577 4,879 14,457

譲渡性預金
前第３四半期連結会計期間 22,448 ― 22,448

当第３四半期連結会計期間 26,809 ― 26,809

総合計
前第３四半期連結会計期間 2,443,240 6,194 2,449,434

当第３四半期連結会計期間 2,512,988 4,879 2,517,867
 

(注) １  流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

２  定期性預金＝定期預金＋定期積金

３  「国内業務部門」とは当行の円建取引、「国際業務部門」とは当行の外貨建取引であります。ただし、円建

対非居住者取引は国際業務部門に含めております。
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④  国内・国際業務部門別貸出金残高の状況

○ 業種別貸出状況(末残・構成比)

　

業種別
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

国内
(除く特別国際金融取引勘定分)

1,657,116 100.00 1,702,116 100.00

  製造業 161,409 9.74 156,840 9.21

  農業，林業 6,759 0.41 6,275 0.37

  漁業 117 0.01 105 0.01

  鉱業，採石業，砂利採取業 2,660 0.16 2,975 0.17

  建設業 74,512 4.50 77,032 4.53

  電気・ガス・熱供給・水道業 8,966 0.54 9,298 0.55

  情報通信業 4,926 0.30 5,234 0.31

  運輸業，郵便業 56,053 3.38 52,741 3.10

  卸売業，小売業 163,409 9.86 159,401 9.36

  金融業，保険業 74,030 4.47 77,635 4.56

  不動産業，物品賃貸業 288,189 17.39 282,215 16.58

  各種サービス業 174,900 10.55 185,061 10.87

  地方公共団体 135,524 8.18 157,517 9.25

  その他 505,655 30.51 529,781 31.13

海外及び特別国際金融取引勘定分 ― ― ― ―

  政府等 ― ― ― ―

  金融機関 ― ― ― ―

  その他 ― ― ― ―

合計 1,657,116 ― 1,702,116 ―
 

(注)  「国内」とは、当行及び連結子会社であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 212,000,000

計 212,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 114,108,000 同左
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 114,108,000 同左 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年12月31日 ― 114,108 ― 27,408 ― 26,150
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 693,000

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

112,159,000
112,159 ―

単元未満株式
普通株式

1,256,000
― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 114,108,000 ― ―

総株主の議決権 ― 112,159 ―
 

(注) １ 上記の「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が12千株含まれてお

ります。

   また、「議決権の数」の欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が12個含まれております。

２ 上記の「単元未満株式」の欄の普通株式には当行所有の自己株式966株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社栃木銀行

栃木県宇都宮市
西２丁目１番18号

693,000 ― 693,000 0.60

計 ― 693,000 ― 693,000 0.60
 

(注) 株主名簿上は当行名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権１個)あります。

　なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式に含めております。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類

は、「銀行法施行規則」(昭和57年大蔵省令第10号)に準拠しております。

　

２ 当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(自平成25年10月

１日 至平成25年12月31日)及び第３四半期連結累計期間(自平成25年４月１日 至平成25年12月31日)に

係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツの四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

現金預け金 99,249 91,269

コールローン及び買入手形 4,996 3,900

商品有価証券 215 202

金銭の信託 5,719 5,020

有価証券 752,786 844,179

貸出金
※1 1,678,274 ※1 1,702,116

外国為替 1,756 2,516

その他資産 16,221 17,858

有形固定資産 23,338 22,768

無形固定資産 1,888 1,342

繰延税金資産 11,774 9,953

支払承諾見返 5,181 4,992

貸倒引当金 △16,813 △15,936

資産の部合計 2,584,588 2,690,184

負債の部

預金 2,396,842 2,491,057

譲渡性預金 23,516 26,809

借用金 3,440 2,486

外国為替 17 34

その他負債 9,175 16,349

賞与引当金 926 240

役員賞与引当金 29 14

退職給付引当金 9,964 9,709

睡眠預金払戻損失引当金 220 239

偶発損失引当金 338 275

再評価に係る繰延税金負債 1,439 1,433

支払承諾 5,181 4,992

負債の部合計 2,451,093 2,553,643

純資産の部

資本金 27,408 27,408

資本剰余金 26,150 26,150

利益剰余金 69,682 74,958

自己株式 △455 △437

株主資本合計 122,785 128,080

その他有価証券評価差額金 9,338 6,654

土地再評価差額金 △1,052 △1,062

その他の包括利益累計額合計 8,285 5,591

新株予約権 28 49

少数株主持分 2,394 2,818

純資産の部合計 133,494 136,540

負債及び純資産の部合計 2,584,588 2,690,184
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 (2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
  【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

経常収益 36,419 37,789

資金運用収益 26,267 24,834

（うち貸出金利息） 21,879 20,394

（うち有価証券利息配当金） 4,298 4,353

役務取引等収益 4,169 4,399

その他業務収益 2,938 3,279

その他経常収益
※1 3,044 ※1 5,276

経常費用 30,468 26,865

資金調達費用 1,160 1,016

（うち預金利息） 1,101 973

役務取引等費用 2,327 2,398

その他業務費用 998 665

営業経費 20,630 20,020

その他経常費用
※2 5,350 ※2 2,764

経常利益 5,951 10,924

特別利益 12 20

固定資産処分益 12 20

特別損失 24 63

固定資産処分損 24 13

減損損失
※3 － ※3 50

税金等調整前四半期純利益 5,939 10,881

法人税、住民税及び事業税 248 900

法人税等調整額 748 3,476

法人税等合計 996 4,377

少数株主損益調整前四半期純利益 4,942 6,503

少数株主利益 288 427

四半期純利益 4,654 6,076
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  【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,942 6,503

その他の包括利益 2,949 △2,684

その他有価証券評価差額金 2,949 △2,684

四半期包括利益 7,892 3,819

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,603 3,392

少数株主に係る四半期包括利益 288 427
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【注記事項】

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

破綻先債権額 958百万円 884百万円

延滞債権額 45,143百万円 54,126百万円

３ヵ月以上延滞債権額 68百万円 71百万円

貸出条件緩和債権額 15,541百万円 6,853百万円

合計額 61,711百万円 61,936百万円
 

     なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１　その他経常収益には、次のものを含んでおります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

償却債権取立益 313百万円 287百万円

株式等売却益 15百万円 2,088百万円
 

　
※２　その他経常費用には、次のものを含んでおります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

貸出金償却 1,006百万円 1,007百万円

貸倒引当金繰入額 378百万円 115百万円

株式等売却損 2,281百万円 50百万円

株式等償却 14百万円 5百万円
 

　

※３　減損損失

当行グループは、以下の資産について減損損失を計上しておます。

前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

（グルーピングの方法）

営業用店舗は原則として営業店単位で、遊休資産は各々個別に１単位としてグルーピングを行っておりま

す。また、本部、研修所、寮社宅、厚生施設等については独立したキャッシュフローを生み出さないことから

共用資産としております。

（減損損失を認識した資産または資産グループ）

場所　　　　　群馬県内

主な用途　　　営業用店舗１ヵ所

種類　　　　　土地建物等

減損損失額　　50百万円
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（減損損失の認識に至った経緯）

営業利益の減少によるキャッシュフロー低下により、投資額の回収額が見込めなくなったことから帳簿価額

を回収可能価額まで減額し、当該減少額50百万円を減損損失として特別損失に計上しております。

（回収可能価額）

回収可能価額は、正味売却価額により測定しております。正味売却価額は、路線価等を基準に土地の形状等

に応じた価額の調整を行い評価した額から処分費用見込額を控除して算定しております。

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 1,625百万円 1,511百万円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１ 配当金支払額

　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 510 4.5 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年11月13日
取締役会

普通株式 396 3.5 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金
 

　

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１ 配当金支払額

　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 396 3.5 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年11月７日
取締役会

普通株式 396 3.5 平成25年９月30日 平成25年12月10日 利益剰余金
 

　

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

当行グループは、銀行業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　
当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

当行グループは、銀行業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

  
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

（１）１株当たり四半期純利益金額 円 41.04 53.58

 (算定上の基礎)    

　四半期純利益 百万円 4,654 6,076

　普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

　普通株式に係る四半期純利益 百万円 4,654 6,076

　普通株式の期中平均株式数 千株 113,407 113,411

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期
純利益金額

円 41.01 53.52

（算定上の基礎）    

四半期純利益調整額 百万円 ― ―

普通株式増加数 千株 92 131

うち新株予約権 千株 92 131

希薄化効果を有しないため、潜在株式調
整後１株当たり四半期純利益金額の算定
に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概
要

 ― ―

 

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

中間配当

平成25年11月７日開催の取締役会において、第111期の中間配当につき次のとおり決議しました。

　

中間配当金額 396百万円

１株当たりの中間配当金 ３円50銭
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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平成26年２月３日

有限責任監査法人  ト  ー  マ  ツ  

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   川   上   　 　 豊   ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士    弥    永    め ぐ み    ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

　

 

株式会社   栃   木   銀   行

取     締     役     会  御中
 

　

 

 

　

 

　

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社栃木銀行の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、

四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社栃木銀行及び連結子会社の平成25

年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

 
 

※１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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